
  (
2
)
 
基
本
計
画
に
対
す
る
達
成
度
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［
様

式
１

］
 
 

①
地

域
Ｃ

Ｏ
Ｅ

の
構

築
状

況
 

 

 

基
本

計
画

の
目

標
・

構
想
 

 

目
標
・
構
想
達
成
状
況
 

 

未
達

の
場

合
の

原
因
 

○
財

団
法

人
み

や
ぎ

産
業

振
興

機
構

の

創
設

と
事

業
推

進
母

体
と

し
て

の
機

能

強
化

 

          ○
地

域
結

集
型

研
究

開
発

セ
ン

タ
ー

（
旧

称
ヘ

ル
ス

サ
ポ

ー
ト

工
学

セ
ン

タ
ー

）
の

設
置

と
機

能
強

化
 

 ○
「

産
業

化
推
進

委
員

会
」
及
び
「

産

業
化

推
進
研

究
会

」
の

設
置
と
研

究
成

果
の

産
業

化
に

向
け

た
研

究
班

と
の

有
機

的
交

流
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

形
成

 
 

  ○
開

発
成

果
の

実
証

・
検

証
・

評
価

フ
ィ

ー
ル

ド
と

な
る

「
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

」
の

整
備
 

○
高

度
技

術
の
工
業
開
発
を
主
目
的
と
し
て
い
た
財
団
法
人
宮
城
県
高
度
技
術

振
興

財

団
が

本
事
業
の
中
核
機
関
で
あ
っ
た
が
、
本
事
業
の
戦
略
的
推
進
や
研
究
成
果
の

効
率

的

な
産

業
化
等
を
図
る
た
め
、
企
業
育
成
を
主
目
的
と
す
る
財
団
法
人
宮
城
県
企
業

振
興

協

会
と

産
学

官
共
同
研
究
に
取
り
組
む
財
団
法
人
東
北
産
業
技
術
開
発
協
会
の
産

業
支

援

機
関

３
団
体
を
平
成
１
１
年
４
月
１
日
に
統
合
・
再
編
し
て
財
団
法
人
み
や
ぎ
産

業
振

興

機
構

を
設

立
し
、
中
核
機
関
と
し
て
の
機
能
強
化
を
図
っ
た
。
 

 
さ

ら
に

、
中
核
機
関
の
機
能
強
化
に
つ
い
て
、
県
が
適
切
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を

行
う

と

と
も

に
、
本
事
業
と
関
連
し
て
地
域
企
業
が
独
自
に
実
施
す
る
研
究
開
発
等
に
対

し
て
、

各
種

支
援
施
策
（
研
究
開
発
補
助
金
、
機
械
類
貸
与
、
資
金
貸
付
等
）
を
講
じ
て

き
た
。

 
フ

ェ
ー
ズ
Ⅲ
に
お
い
て
は
、
医
学
系
、
工
学
系
の
関
係
機
関
は
も
と
よ
り
、
リ

ハ
ビ

リ

等
の
評
価
機
関
や
福
祉
系
大
学
を
新
た
に
加
え
た
「
（
仮
称
）
先
端
的
生
活
支
援
機
器
開

発
連

携
協
議
会
」
を
設
立
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充
を
図
っ
て
い
く
。
 

 ○
「

開
発
機
器
展
示
室
」
、
「
セ
ン
サ
実
験
室
」
及
び
「
二
足
歩
行
動
作
解
析
室

」
か
ら

な
る

地
域
結
集
型
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
を
宮
城
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
内

に
設

置

し
、

研
究
開
発
拠
点
と
し
て
の
機
能
強
化
を
図
っ
た
。
 

 ○
「
産
業
化
推
進
委
員
会
」
は
、
参
画
企
業
並
び
に
有
識
者
で
構
成
さ
れ
、
会
合
を
年
１

回
程
度
開
催
し
て
き
た
。
「
産
業
化
推
進
研
究
会
」
は
、
幹
事
会
と
研
究
分
野
別
の
研
究

分
科

会
又
は
商
品
化
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
構
成
さ
れ
、
活
発
な
活
動
を
行
い

、
２

つ

の
ワ

ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
、
県
補
助
金
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
具
体

的
な

商

品
化

に
取
り
組
ん
だ
。
 

 ○
「

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
建
設
計
画
は
、
凍
結
状
態
に
あ
る
た
め

、
当

分

の
間

、
県
内
の
医
療
・
福
祉
施
設
と
の
連
携
に
よ
り
、
機
能
を
代
替
す
る
。
 

                       ○
県

の
財

政
状

況
か

ら
新

た
な

県
施

設
の

建
設

は
困

難

な
状

況
で

あ
る

。
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［
様

式
２

］
 

 
 

②
新
技
術
・
新
産
業
創
出
に
向
け
て
の
達
成

状
況
 

基
本
計
画
の
目
標
・
構
想
 

目
標
・
構
想
達
成
状
況
 

未
達
の
場
合
の
原
因
 

(
1
)
イ

ン
テ

リ
ジ

ェ
ン

ト
F
E
S
に

よ
る

生
体

機
能

再
建

シ
ス

テ
ム

の
開
発
 

 1
.
イ

ン
テ

リ
ジ

ェ
ン

ト

F
ES
/T
ES

の
開
発
・
実

用
化
（
医

学
系
分
野
）
 

 ①
臨

床
F
E
S
シ

ス
テ

ム
の
開

発

と
評
価
 

／
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ﾄ
ﾀ
ｲ
ﾌﾟ
閉
ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ
F
ES

ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ

の
完
成
 

 ②
動

作
解

析
に

も
と

づ
く

生
体

制
御
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
開
発
 

／
F
ES
/T
ES

に
よ

る
動

作
を

計

測
分
析
し
て
問
題
の
抽
出
 

 ③
自
律

神
経

F
ES

シ
ス

テ
ム
の

開
発
研
究
（
最
適
呼
吸
・
心
筋
形

成
F
E
S
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
の

開
発

）
 

／
同

期
機

能
付

き
呼

吸
ﾍ
ﾟ
ｰ
ｽ
ﾒ
ｰ
ｶ

の
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ﾄ
ﾀ
ｲ
ﾌ
ﾟ
完

成
 

 ④
V
R
に

よ
る

F
ES
/T
ES

訓
練
評

価
シ
ス
テ
ム
 

／
V
R

に
よ

る
訓

練
・

解
析

シ
ス

テ
ム
の
完
成
 

 

  ①
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

入
力

(
8
チ

ャ
ン

ネ
ル

)
を

備
え

た
高
機

能
臨

床
用

F
E
S
シ

ス
テ

ム
(
c
F
E
S
2
0
0
1
～
c
F
E
S
2
0
0
3
)

を
開
発
、
こ
れ

を
用
い
て
埋
込
・
表
面
の
両
電
極
に
よ
る
立
位
保
持
・
歩
行
等
へ
の
臨
床
応
用
を
実
施
し
、
歩

行

器
を
併
用
し
た

歩
行
（
対
麻
痺
・
埋
込
電
極
）
に
お
い
て
従
来
の
２
倍
以
上
の
歩
行
速
度
を
実
現
し
た
。
 

 ②
対

麻
痺

者
の

起
立
・
歩

行
、
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
F
E
S
、
片

麻
痺

者
・
健

常
者

起
立

動
作

、
F
E
S
自
転

車
の

駆
動

動
作

の
計

測
分

析
に

よ
り

、
身

体
の

動
作

と
負

担
と

の
関

係
を

明
ら

か
に

し
た

。
電

極
埋

込
症

例
は

1
8
例

。
 

ま
た

、
①

で
開

発
し

た
装

置
に

よ
る

立
位

保
持

F
E
S
お

よ
び

歩
行

F
E
S
の

動
作

を
解

析
し

、
片

腕
を

挙
げ

た
時

の

バ
ラ
ン
ス
の
崩

れ
や
重
心
移
動
等
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
た
。
 

 ③
雑
種
成
犬
を
用
い
た
横
隔
神
経
刺
激
実
験
に
お
い
て
、
よ
り
生
理
的
な
周
波
数
に
近
い

2
0
H
z
刺
激
に
よ
り
、
疲

労
形
成
お
よ
び

回
復
の
経
過
を
検
証
し
た
。
 

 ④
上
肢
用

V
R
訓
練
評
価
シ
ス
テ
ム
（
視
覚
空
間
と
体
性
感
覚
空
間
と
を
融
合
し
、
視
線
入
力
に
連
動
し
た
仮
想
空

間
を
呈
示
可
能
）
お
よ
び
下
肢
用

V
R
訓
練
シ
ス
テ
ム
（
足
こ
ぎ
車
椅
子
か
ら
の
操
作
・
移
動
量
を
仮
想
空
間
へ
反

映
）
を
試
作
し

、
患
者
に
よ
る
評
価
実
験
を
実
施
。
ま
た
、
パ
ワ
ー
ア
シ
ス
ト
機
構
を
有
す
る

F
E
S
サ
イ
ク
リ
ン

グ
チ
ェ
ア
を
開

発
、
頸
髄
損
傷
に
よ
る
四
肢
不
全
麻
痺
者
で
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
運
動
を
実
現
し
た
。
 

 

               （
③

は
フ

ェ
ー

ズ
Ⅰ

で
中

止
）
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2
.
イ

ン
テ

リ
ジ

ェ
ン

ト

F
ES
/T
ES

の
開
発
・
実

用
化
（
工

学
系
分
野
）
 

 ①
シ
ス
テ
ム
の
構
築
 

／
刺

激
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
を

構
築

し
、

ﾌ
ｨ
ｰ
ﾄ
ﾞ

ﾊ
ﾞ
ｯ
ｸ
制

御
用

ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞ
ﾘ
ｽ
ﾞ
ﾑ
の

開
発

 

 ②
筋
疲
労
情
報
検
出
 

／
非

接
触

で
ﾘ
ｱ
ﾙ
ﾀ
ｲ
ﾑ
に

検
出

す

る
電

気
刺

激
ﾀ
ﾞ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
ﾊ
ﾟ
ﾙ
ｽ
方

式

（
新
提
案
）
の
開
発
 

 

  ①
プ

ロ
ト

タ
イ

プ
・

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
F
E
S
制

御
シ

ス
テ

ム
を

構
築

し
、

健
常

者
の

上
肢

閉
ル

ー
プ

F
E
S
(
P
I
D
制

御
)
を

実
現

し
た

。
ま

た
、
下
肢

対
麻

痺
者

に
よ

る
足

関
節

角
度

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
F
E
S
制

御
を

実
施

。
片

麻
痺

歩

行
F
E
S
に

お
け

る
制

御
パ

ラ
メ

ー
タ

を
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

誤
差

学
習

法
に

よ
り

改
善

し
た

。
 

 ②
ダ

ブ
ル

パ
ル

ス
に

よ
る

誘
発

筋
電

図
(
M

波
)
と

近
赤
外

光
に

よ
る

酸
素

消
費

速
度

計
測

の
併

用
に

よ
り

、
筋

の

発
生
ト
ル
ク
を

良
く
近
似
で
き
、
筋
疲
労
の
有
効
な
指
標
と
な
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
 

 

 

(
2
)
実

生
活

で
の

福
祉

・
リ

ハ
シ

ス
テ
ム
の
開
発
 

 ①
多

用
途

T
E
S
装

置
 

／
多
用
途

T
E
S
装
置
、
多
ﾁ
ｬ
ﾝ
ﾈ
ﾙ

刺
激

電
極

装
着

用
ﾎ
ﾞ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｽ
ｰ
ﾂ
の

開
発
・
試
作
 

 ②
排
尿
障
害
治
療
装
置
 

／
排

尿
障

害
治

療
装

置
の

試
作

機
の
安
全
性
試
験
、
臨
床
試
験
実

施
 

 

 ①
４
チ
ャ
ン
ネ
ル
型
で
刺
激
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
を
パ
ソ
コ
ン
上
で
設
定
す
る
、
新
し
い
多
用
途

T
E
S
装
置
を
完
成
し

た
。
こ
の
装
置
を
用
い
、
急
性
期
脳
卒
中
片
麻
痺
患
者
に
対
し
て
、
上
肢
の
関
節
可
動
域
保
持
と
立
位
時
の
麻

痺

側
へ
の
荷
重
促
進
を
目
的
と
し
た
新
し
い
治
療
法
を
試
み
た
結
果
、
T
E
S

が
弛
緩
性
麻
痺
の
状
態
の
上
肢
の
関

節

可
動
域
を
保
持
す
る
効
果
の
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
、
麻
痺
側
下
肢
へ
の
荷
重
を
促
進
す
る
効
果
の
あ
る
こ
と
が

明

ら
か
と
な
っ
た
。
前
者
は
治
療
プ
ロ
ト
コ
ル
も
確
立
し
、
フ
ェ
ー
ズ
Ⅲ
に
お
け
る
専
用
治
療
器
の
作
製
に
期
待

が

も
た
れ
る
。
 

 
T
E
S
効
果
の
生
理
学
的
検
討
に
つ
い
て
は
、
T
E
S
に
よ
る
痙
縮
抑
制
効
果
お
よ
び
随
意
運
動
促
通
効
果
の
生
理
学

的
背
景
機
構
を
、
H

波
と
運
動
誘
発
電
位
の
振
幅
変
化
を
通
じ
て
明
ら
か
に
し
た
。
特
に
足
部
の
随
意
背
屈
運

動

や
足
漕
ぎ
車
椅
子
等
に
よ
る
ペ
ダ
リ
ン
グ
運
動
と

T
E
S
を
比
較
す
る
形
で
検
討
を
行
い
、
こ
れ
ら
の
結
果
を
国
内

外
の
学
会
で
報
告
し
た
。
 

 
T
E
S

に
よ
る
関
節
可
動
域
訓
練
に
つ
い
て
は
、
関
連
企
業
数
社
が
関
心
を
示
し
て
お
り
、
本
研
究
事
業
の
成

果

が
、
企
業
に
新
し
い
治
療
機
器
開
発
の
意
欲
を
も
た
ら
し
た
も
の
と
考
え
る
。
 

 ②
排

尿
障

害
治

療
装

置
の

プ
ロ

ト
タ

イ
プ

１
を

1
0
台

作
製

し
、

約
2
0
名

の
尿

失
禁

患
者

に
つ

い
て

パ
イ

ロ
ッ

ト

試
験
を
実
施
、
有
用
性
が
確
認
さ
れ
た
条
件
を
用
い
て

s
s
T
E
S
専
用
治
療
装
置
の
最
終
的
仕
様
を
決
定
し
、
改
良

型
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
２
を
完
成
し
た
。
ま
た
、
ワ
ン
タ
ッ
チ
装
着
可
能
な
一
体
型
の
表
面
刺
激
用
電
極
を
作
製

・

評
価
し
た
。
 

 
s
s
T
E
S（

仙
骨

表
面

治
療

的
電

気
刺

激
）
の

作
用

機
序

に
関

す
る

研
究

で
は

、
s
s
T
E
S
の

下
部
尿

路
に

対
す

る
急

性
効
果
を
検
討
し
、
仙
骨
神
経
直
接
刺
激
の
客
観
的
知
見
を
得
て
い
る
。
 

 
本

装
置

を
使

用
し

た
客

観
的

有
用

性
の

検
討

の
た

め
の

臨
床

治
験

で
、
s
s
T
E
S
の

過
活

動
膀

胱
（

夜
尿

症
含

む
）
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へ
の
長
期
効
果

の
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
明
ら
か
な
副
作
用
も
み
ら
れ
ず
、
本
法
の
有
用
性
が
示
さ
れ
た
。
 

 

(
3
)
中

枢
性

運
動

機
能

及
び

電
気

刺
激
に
伴
う
神
経
・
筋
機
能
の
解

明
 

 ①
脳

に
よ

る
運

動
機

能
の

メ
カ

ニ
ズ
ム
の
解
明
 

／
複

数
の

筋
肉

の
同

調
を

制
御

す
る
脳
機
構
の
解
明
 

 ②
電
気
刺
激
に
伴
う
神
経
・
筋
機

能
の
解
明
 

／
電

気
刺

激
に

よ
っ

て
神

経
系

の
回

復
を

促
す

物
質

の
少

な
く

と
も
１
種
以
上
を
検
出
し
、
同
定

 

 

  ①
随
意
運
動
発
現
の
た
め
に
脳
が
い
か
な
る
動
作
原
理
で
活
動
す
る
か
を
基
礎

的
脳
研
究
で
解
明
す
る
た
め
、
先

端
的
な
神
経
生
理
学
的
・
神
経
組
織
学
的
及
び
神
経
薬
理
学
的
手
法
を
駆
使
し

、
脳
に
よ
る
運
動
の
発
現
・
調
節

メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
し
て
細
胞
レ
ベ
ル
か
ら
個
体
レ
ベ
ル
ま
で
の
幅
広
い
研
究
を

実
施
し
、
脳
に
よ
る
随
意
運
動
制

御
の
機
構
を
明
ら
か
に
し
た
。
研
究
成
果
は
い
ず
れ
も
研
究
論
文
と
し
て
ま
と

め
、
学
会
に
発
表
し
た
後
に
専
門

誌
に
欧
文
で
発
表
し
、
国
際
的
に
も
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。
 

 
ま
た
、
運
動
機
能
を
有
す
る
高
度
な
福
祉
機
器
開
発
の
基
礎
と
し
て
、
脳
に

よ
る
随
意
運
動
発
現
・
制
御
メ

カ

ニ
ズ
ム
の
解
明
に
貢
献
す
べ
く
、
大
脳
皮
質
の
高
次
運
動
野
で
あ
る
運
動
前
野

、
補
足
運
動
野
、
前
補
足
運
動

野

の
み
な
ら
ず
、
補
足
眼
野
及
び
帯
状
皮
質
運
動
野
に
関
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
働

き
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に

、

認
知
的
行
動
制
御
の
中
枢
で
あ
る
前
頭
前
野
に
つ
い
て
も
、
そ
の
機
能
の
動
態

の
解
明
が
進
ん
だ
。
研
究
成
果

は

い
ず
れ
も
研
究
論
文
と
し
て
ま
と
め
、
国
際
的
に
定
評
の
あ
る
専
門
誌
に
欧
文

で
発
表
し
た
。
 

 ②
脊

髄
組

織
上

で
解

析
さ

れ
た

既
知

分
子

の
う

ち
、
A
W
5
3
2
5
4
4
と

名
付

け
た

も
の

が
発

現
増

強
分

子
と

し
て

検
出

さ
れ
た
の
で
、
そ
の
全
長
（
１
０
k
b
と
予
想
）
を
把
握
す
べ
く
遺
伝
子
工
学
的
解
析
を
引
き
続
き
継
続
す
る
。
今

後
、
s
u
b
t
r
a
c
t
i
o
n
法
に
よ
る
解
析
で
把
握
し
た

A
W
5
3
2
5
4
4
の

cD
N
A
全
長
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
新
分
子
の
発
見

に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
。
 

 
ま
た
、
樹
状
突
起
伸
展
制
御
に
、
s
m
a
l
l
 G
 p
r
o
t
e
i
n
s
に
属
す
る

g
u
a
n
i
n
e
 n
u
c
l
e
o
t
i
d
e
-
e
x
c
h
a
n
g
e
 p
ro
te
in

の
ひ

と
つ

の
E
F
A
6
が

関
与

す
る

こ
と

を
明

確
に

示
し

得
た

。
E
F
A
6
は
樹

状
突

起
分

枝
を

制
御

し
て

い
る

こ
と

を

示
唆
し
て
お
り
、
脊
髄
損
傷
に
引
き
続
く
シ
ナ
プ
ス
遮
断
に
伴
う
前
角
ニ
ュ
ー
ロ
ン
樹
状
突
起
の
退
縮
や
電
気

刺

激
に

よ
る

回
復

に
、

E
F
A
6
が

関
与

す
る

可
能

性
の

研
究

を
遂

行
中

で
あ

る
。

本
研

究
で

認
め

ら
れ

た
E
F
A
6
の

樹

状
突
起
内
で
の
遺
伝
子
発
現
お
よ
び
そ
の
不
活
性
型
強
制
発
現
に
よ
る
突
起
数
増
加
は
世
界
で
初
め
て
の
新
知

見

で
あ

る
。
E
F
A
6
の

樹
状

突
起
伸

展
制

御
の

実
態

解
明

を
さ

ら
に

進
め

れ
ば

、
シ

ナ
プ

ス
賦

活
の

治
療

薬
の

開
発

に

つ
な
が
り
え
る
。
 

 
さ
ら
に
、
脊
髄
・
脳
に
お
け
る
シ
グ
ナ
ル
伝
達
関
連
の
リ
ピ
ド
キ
ナ
ー
ゼ
と
プ
ロ
テ
イ
ン
キ
ナ
ー
ゼ
お
よ
び

同

ホ
ス
フ
ァ
タ
ー
ゼ
の
種
々
の
分
子
の
発
現
局
在
解
析
は
、
引
き
続
き
他
の
追
随
を
許
さ
ず
新
知
見
を
得
て
欧
米

一

流
誌
に
発
表
を
続
け
て
い
る
。
 

 

 

(
4
)
室

温
・

超
高

感
度

磁
気

セ
ン

サ
の
開
発
 

 ①
リ

ア
ル

タ
イ

ム
３

次
元

位
置

  ①
検
出
分
解
能
で

8
.
7
×
1
0
－

７
O
e
 を

達
成
し

た
。
地

元
企

業
に

よ
り

、
本

技
術

を
産

業
応

用
し

た
無

配
線

方
式

の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
マ
ウ
ス
の
試
作
品
を
完
成
し
た
。
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セ
ン
サ
 

／
非
接
触
・
位
置
情
報
の
高
感
度

検
出
達
成
（
目
標
設
定
値
；
1
0
－

７
O
e
､
1
0
－

１
１
T
e
s
l
a
）

 

 ②
（
四
肢
）
関
節

運
動
の
リ
ア
ル

タ
イ

ム
セ

ン
シ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

試
作
 

／
位
置
決
め
精
度
；
数
㎜
以
内
、

伝
達

速
度

；
数

m
s
e
c
以

内
 

 ③
セ
ン
サ
高
感
度
検
出
達
成
 

／
目

標
感

度
；

10
－

８
Oe

、
10

－
１

２
Ｔ

e
sl
a
、

設
定

範
囲

；
10

－
１

～
1
0
－

７
O
e
 

 

 ②
複
数
個
の
３
軸
交
流
磁
場
マ
ー
カ
の
位
置
検
出
を
行
な
い
、
動
作
を
検
出
す
る
（
四
肢
）
関
節
運
動
の
リ
ア

ル

タ
イ
ム
セ
ン
シ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
試
作
に
成
功
し
た
。
さ
ら
に
、
小
型
の
永
久
磁
石
に
よ
る
磁
石
マ
ー
カ
を
用

い

て
位
置
検
出
を
行
な
う
方
式
の
同
種
の
シ
ス
テ
ム
（
顎
運
動
計
測
シ
ス
テ
ム
）
も
試
作
し
た
。
位
置
情
報
サ
ン

プ

リ
ン
グ
速
度
は
、
前
者
の
シ
ス
テ
ム
で
１
マ
ー
カ
当
た
り

5
.
2
m
s
e
c
を
達
成
し

、
位
置
決
め
精
度
は
、
後
者
の
シ

ス
テ

ム
で

0
.
1
m
m
程

度
を

達
成

し
た

。
 

 ③
検
出
分
解
能

4
.
5
×
1
0
－

８
O
e
を

達
成
し

た
。
ま

た
、
こ

れ
に

よ
り

、
設

定
範

囲
1
0
－
１
～
1
0－

７
O
e
を

実
現
可

能

と
し
た
。
さ
ら
に
、
当
該
設
定
範
囲
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
の
オ
ー
ト
レ
ン
ジ
回
路
に
つ
い
て
、
上
記
②
の
シ
ス

テ

ム
構
築
と
と
も
に
検
証
し
、
シ
ス
テ
ム
化
に
成
功
し
た
。
 

 

(
5)

FE
S

を
支

え
る

生
体

情
報

セ

ン
サ
の
開
発
 

 ①
多

元
感

覚
情

報
感

温
感

圧
セ

ン
サ

シ
ス

テ
ム

／
感

温
感

圧
セ

ン
サ
及
び
携
帯
電
源
の
開
発
 

／
目

標
設

定
値

；
ｾ
ﾝ
ｻ
素

子
が

数

1
0
0
μ

ｍ
四

方
、

厚
さ

数
μ

ｍ
ｻ
ｲ

ｽ
ﾞ
で

温
度

分
解

能
が

約
1
℃
、
か

つ
温

度
補

償
不

要
で

圧
力

分
解

能
が

数
g
/
ｴ
ﾚ
ﾒ
ﾝ
ﾄ
の

感
温
・
感
圧

同
時
計
測
 

 ②
血
流
状
態
診
断
シ
ス
テ
ム
 

／
超

音
波

ﾄ
ﾞ
ｯ
ﾌ
ﾟ
ﾗ
ｰ
動

脈
硬

化
診

断
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
の

開
発

 

 

  ①
感

温
感

圧
セ

ン
サ

に
つ

い
て

は
、

歪
感

度
（

ゲ
ー

ジ
率

）
5
～

6
，

温
度

感
度

（
T
C
R
）
5
0
0
0
p
p
m
／

℃
の

特
性

を

も
つ
薄
膜
の
複
合
化
を
行
い
、
S
U
S
基
材
を
用
い
て
、
受
感
部
の
大
き
さ
が
数

1
0
0
μ
ｍ
、
荷
重
感
度
が
数

1
0
0
ｇ

/
エ

レ
メ

ン
ト
な

ら
び

に
温

度
分

解
能

約
0
.
5
℃

の
特

性
を

も
つ

小
型
・
高

精
度

の
感

温
感

圧
セ

ン
サ

の
構

築
に

成

功
し
た
。
さ
ら

に
、
開
発
し
た
感
温
感
圧
セ
ン
サ
を
活
用
し
、
携
帯
型
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
表
示
が
可
能
な
、
靴

底

圧
ベ
ク
ト
ル
情

報
を
検
出
可
能
と
な
る
「
靴
底
ベ
ク
ト
ル
荷
重
セ
ン
サ
シ
ス
テ
ム
」
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を
完
成

さ

せ
た

。
携

帯
電

源
に

つ
い

て
は

、
面

積
が

４
m
m
2
で

イ
ン

ダ
ク

タ
ン

ス
0
.
8
3
μ

H
、
抵

抗
1.
5
7
Ω

、
性

能
指

数
1
6
.
7

の
特
性
の
小
型
薄
膜
イ
ン
ダ
ク
タ
の
作
製
に
成
功
し
た
。
 

 ②
超
音
波
ド
ッ
プ
ラ
ー
効
果
を
利
用
し
、
血
管
壁
の
運
動
に
お
け
る
加
速
度
応
答
性
を
定
量
化
し
て
血
管
壁
劣

化

度
を
無
侵
襲
診
断
す
る
方
法
を
、
高
精
度
の
医
療
診
断
装
置
と
し
て
完
成
さ
せ
た
。
更
に
、
酸
素
代
謝
機
能
と

対

応
す
る
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
完
成
さ
せ
、
血
管
壁
の
動
き
を
簡
便
で
正
確
に
非
侵
襲
的
に
察
知
し
、
動
脈
硬
化
症

を

診
断
す
る
装
置
と
し
て
商
品
化
を
図
っ
た
。
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基
本
計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
に
対
す
る
達
成
状
況
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［
様
式
３
］

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
実

施
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

計
画

 

 
②

新
技
術
・
新
産
業
創
出
に
向
け
て
の
進
捗
状

況
 

項
 
 
 
 
目

 
平
成
１
０
年
度

 
平
成
１
１
年
度

 
平
成
１
２
年
度

 
平
成
１
３
年
度

平
成
１
４
年
度

 
平
成
１
５
年
度

将
来
の
展
開
計
画

 

「
生

体
機

能
再

建
と

近
未

来
生

活

支
援
技
術
」

 

－
最

先
端

ﾘ
ﾊ
・

福
祉

ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
の

構
築

と
新
産
業
の
創
出
―

 

 
 

 
 

 
 

 

Ⅰ
．
ｲﾝ

ﾃﾘ
ｼﾞ
ｪﾝ

ﾄ
FE
S
に

よ
る
生
体
機
能
再

建
ｼｽ

ﾃﾑ
の

開
発

 

Ⅰ
-1

ｲﾝ
ﾃﾘ
ｼﾞ

ｪﾝ
ﾄ
FE

S/
TE

S
の
開
発

・
実
用

化
（

医
学

系
分

野
）

 

①
臨
床

FE
S
ｼｽ
ﾃﾑ
開
発
と
評
価
 

②
動

作
解

析
に

も
と

づ
く

生
体

制
御

ｱﾙ
ｺﾞ

ﾘ

ｽﾞ
ﾑの

開
発
 

③
最
適
呼
吸
・
心
筋
形
成

ｼｽ
ﾃﾑ

の
開
発
 

④
VR

に
よ
る

FE
S/
TE
S
訓
練
評
価
ｼｽ

ﾃﾑ
 

Ⅰ
-2

ｲﾝ
ﾃﾘ
ｼﾞ

ｪﾝ
ﾄ
FE

S/
TE

S
の
開
発

・
実
用

化
（

工
学

系
分

野
）

 

①
ｲﾝ
ﾃﾘ
ｼﾞ
ｪﾝ
ﾄ
FE
S/
TE
S
ｼｽ

ﾃﾑ
の
構
築
 

②
ｲﾝ
ﾃﾘ
ｼﾞ
ｪﾝ
ﾄ
FE
S/
TE
S
ｼｽ

ﾃﾑ
の
た
め
の
筋

肉
疲
労
情
報
の
検
出
 

 Ⅱ
．

実
生

活
で

の
福

祉
・

ﾘﾊ
ｼｽ

ﾃﾑ
の

開
発

 

①
②
多
用
途

TE
S
装
置
・
排
尿
障
害
治
療
装

置
 

 Ⅲ
．
中

枢
性
運
動
機
能
＆
電

気
刺
激
に
伴
う

神
経

筋
機

能
の

解
明

 

①
脳
に
よ
る
運
動
機
能
の

ﾒｶ
ﾆｽ

ﾞﾑ
 

②
電
気
刺
激
に
伴
う
神
経

・
筋
機
能
 

 Ⅳ
．

室
温

・
超

高
感

度
磁

気
ｾﾝ

ｻの
開

発
 

①
室
温
・
超
高
感
度
磁
気

ｾﾝ
ｻ 

Ⅴ
．

FE
S
を

支
え

る
生

体
情

報
ｾﾝ

ｻの
開

発

①
多
元
感
覚
情
報
感
温
感

圧
ｾﾝ

ｻｼ
ｽﾃ

ﾑ 

②
血
流
状
態
診
断
ｼｽ
ﾃﾑ
 

 
 

  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 事
業

費
概

算
 

 

百
万

円
 

事
業

団
 

地
 

域
 

合
 

計
 

２
５

０
（
２

５
０

）
 

４
１

４
（
４

３
１

）
 

６
６

４
（
６

８
１

）
 

３
５

０
（
３

５
０

）
 

３
３

３
（
３

３
８

）
 

６
８

３
（
６

８
８

）
 

３
７

０
（
３

５
０

）
 

３
２

３
（
３

３
８

）
 

６
９

３
（
６

８
８

）
 

３
１

８
（
３

５
０

）
 

２
８

７
（
３

３
８

）
 

６
０

５
（
６

８
８

）
 

２
４

４
（
３

５
０

）
 

２
６

０
（
３

３
８

）
 

５
０

４
（
６

８
８

）
 

９
３

（
１

０
０

）
 

１
２

２
（
１

４
３

）
 

２
１

５
（
２

４
３

）
 

１
，

６
２

５
（
１

，
７

５
０

）
 

１
，

７
３

９
（
１

，
９

２
６

）
 

※
フ

ェ
ー

ズ
 

３
，

３
６

４
（
３

，
６

７
６

）
 

 
 

 
 

Ｉ、
Ⅱ

の
計

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（
 

 
 

 
 

）
内

は
当

初
予

定
額

 

（
フ

ェ
ー

ズ
Ⅰ

）
 

（
フ

ェ
ー

ズ
Ⅱ

）
 

（
フ

ェ
ー

ズ
Ⅲ

）
 

中
間

評
価

Ⅰ
-2

②
（

四
肢

）
関

節
運

動
FE

S制
御

プ
ロ

グ
ラ
ム

構
築

筋
疲

労
ｾﾝ

ｻの
ﾉｲ

ｽﾞ
ﾚｽ
化

達
成

呼
吸

不
全

患
者

者
へ

の
適

用
可

能
性

の
見

極
め

 

心
筋

形
成

FE
Sｼ

ｽﾃ
ﾑの

ﾌﾟ
ﾛﾄ

ﾀｲ
ﾌﾟ
完

成
 

ｾﾝ
ｻ情

報
を

ﾌｨ
ｰﾄ

ﾞﾊ
ﾞｯ

ｸし
た

FE
Sｼ

ｽﾃ
ﾑ構

築
・

試
作

Ⅰ
-１

③
動

物
実

験
に

よ
る

疲
労

最
小

換
気

最
大

FE
S
条

件

の
確

定
・
心

筋
形

成
の

た
め

の
後

背
筋

活
用

可
能

性
の

見
極

Ⅱ
①

②
多

用
途

TE
S
装

置
、

多
ﾁｬ

ﾝﾈ
ﾙ刺

激
電

極
装

着
用

ﾎﾞ
ﾃﾞ

ｨｽ
ｰﾂ

試
作

、

 
 

 
排

尿
障

害
治

療
装

置
の
安

全
性

試
験

臨
床

試
験

、
治

験
、

製
造

認
可

、
事

業
化

Ⅰ
-１

④
 

VR
に

よ
る

訓
練

解
析

ｼｽ
ﾃﾑ

の
完

成
 

VR
ｼｽ

ﾃﾑ
に

よ
る

臨
床

・
実

用
シ

ス
テ

ム
の

開
発

Ⅳ
①

磁
気

ｾﾝ
ｻ素

子
の

超
高

感
度

化
、

素
子

の
試

作

脳
磁

図
計

、筋
磁

図
計

（S
QU

ID
の

代
用

可
能

性
）へ

の
適

用
性

検
討

 

四
肢

動
作

ｾﾝ
ｼﾝ

ｸﾞ
ｼｽ

ﾃﾑ
試

作
及

び
実

装
試

験
、

特
性

評
価
・

最
適

化

Ⅴ
①

感
温

感
圧

薄
膜
ｾﾝ

ｻ素
子
の

開
発

感
温

感
圧

薄
膜

ｾﾝ
ｼﾝ

ｸﾞ
ｼｽ

ﾃﾑ
試

作
及

び
実

装
試
験

、
特

性
評

価
・

最
適

化

Ⅴ
②

超
音

波
ﾄﾞ

ｯﾌ
ﾟﾗ

ｰに
よ

る
血

流
状

態
解

析
、

解
析

ｿﾌ
ﾄ開

発
 

血
流

状
態

解
析
ｾﾝ

ｻｼ
ｽﾃ

ﾑ試
作

及
び

実
装

試
験

、
特

性
評

価
・

最
適

化

試
作

シ
ス

テ
ム

の
臨

床
評

価
と
再

設
計

 
中

枢
神

経
回

路
網

が
組

み
込

ま
れ

た
イ

ン
テ

リジ
ェ

ン

ト
FE

S
シ

ス
テ

ム
開

発
 

Ⅲ
①

脳
に

よ
る

運
動
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ
機

構
解

明
ME

G、
fu

nc
ti

on
al

MR
Iに

よ
る

脳
活

動
解

析

Ⅲ
②

FE
Sに

よ
り

惹
起

さ
れ

る
物

質
の

究
明

、
情

報
伝
達

解
明

近
未

来
志

向
型

ﾘﾊ
機

器
の

開
発

、総
合

ｼｽ
ﾃﾑ

構
築

、

高
性

能
福

祉
機

器
の

開
発

 

（呼
吸

、心
筋

FE
S

ｼｽ
ﾃﾑ

の
臨

床
試

験
、治

療
、製

造

許
可

、事
業

化
） 

FE
Sに

よ
り

惹
起

さ
れ

る
物

質
の

同
定

、
ｲﾝ

ﾃﾘ
ｼﾞ

ｪﾝ
ﾄF

ES
ｼｽ

ﾃﾑ
へ

の
還

元

Ⅰ
-1

①
臨

床
FE

Sシ
ス

テ
ム

の
初

期
設

計
・

試
作

Ⅰ
-1

②
麻

痺
者

の
FE

S/
TE

S
に

よ
る

歩
行

動
作

再
現

に
お

け
る

問
題

の
明

確
化

ｵｰ
ﾌﾟ

ﾝﾙ
ｰﾌ

ﾟF
ES

手
法

の
確

立
とﾌ

ｨｰ
ﾄﾞﾊ

ﾞｯ
ｸ情

報
の

検
討

Ⅰ
-2

①
複

数
筋

刺
激

に
よ

る
２自

由
度

運
動

を
ﾌｨ

ｰﾄ
ﾞﾊ

ﾞｯ
ｸ制

御
す

る
た

め
の

ｱﾙ
ｺﾞ

ﾘｽ
ﾞﾑ

開
発

ﾌｨ
ｰﾄ

ﾞﾊ
ﾞｯ

ｸ制
御

ｱﾙ
ｺﾞ

ﾘｽ
ﾞﾑ

を
２以

上
の

関
節

の
複

数
筋

制
御

へ
の

拡
張
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